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板野町消防団第３分団
徳島県消防操法大会で優勝！

　７月22日（日）、北島町の徳島県消防学校…
グラウンドで、消防技術の速さや正確さを…
競う「第31回徳島県消防操法競技大会」が開催
されました。
　県内各地の消防団から、ポンプ車の部で…
13チーム、小型ポンプの部で16チームが出場
し、日頃の練習で培ってきた、規律やホース
さばきの腕を披露しました。
　その結果、ポンプ車の部で板野町消防団…
第３分団が見事優勝に輝きました。第３分団
は、10月19日に富山県で行われる全国大会に
出場します。おめでとうございます。
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● 守ろう人権　みんなの幸せ ●

　
板
野
町
に
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
人
権
擁
護
委
員

が
五
人
い
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
相
談
を
受
け
た
り
、
一
人
ひ
と
り
の

人
権
意
識
を
高
め
た
り
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
三
十
年
七
月
一
日
付
で
、
次
の
お
二
人
が
法
務
大
臣
か
ら

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
平
成
三
十
年
七
月
一
日
か
ら
三
年
間
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
人
権
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
　
☎
六
七
二
―
五
九
八
八

　
去
る
七
月
九
日
、
日
本
赤
十
字
社
徳
島
県
支
部
か
ら
提
供
さ
れ
た
災
害

時
活
動
用
テ
ン
ト
の
贈
呈
式
が
町
民
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
に
お
い
て
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
の
寄
贈
は
同
支
部
創
立
百
三
十
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
行

わ
れ
た
も
の
で
、
式
典
で
は
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
災
害
に
お
け
る
日
本

赤
十
字
社
の
活
動
の
状
況
報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
テ
ン
ト
の
組
み
立
て
方

等
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
寄
贈
さ
れ
た
テ
ン
ト
は
今

後
の
防
災
減
災
対
策
の
一
環
と
し
て
町
の
訓
練
等
で
活
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
板
野
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
六
七
二
―
〇
〇
五
一

　
ぴ
ょ
ん
太
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
会
員
と
し
て
長
き
に

わ
た
り
子
供
テ
ニ
ス
ク
ラ

ブ
の
コ
ー
チ
と
事
務
局
長

と
し
て
日
頃
か
ら
活
躍
さ

れ
て
い
る
、
松
本
順
喬
さ

ん
が
徳
島
県
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー

ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
賞
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

多
年
に
わ
た
り
、
本
県
の

生
涯
ス
ポ
ー
ツ・レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
の
普
及
と
発
展
に

貢
献
し
、
そ
の
功
績
が
特

に
顕
著
と
し
て
認
め
ら
れ

る
方
に
贈
ら
れ
ま
す
。

徳島県総合型地域スポーツ
クラブスポーツボランティア賞

受賞おめでとうございます

人
権
擁
護
委
員
異
動
の
お
知
ら
せ

災
害
時
活
動
用
テ
ン
ト
の
贈
呈
式

新任
安藝　精美さん
（南地区）

再任
弦元　節子さん
（東地区）

人　権　相　談
【日 時】 毎月第３水曜日（12月を除く）
　　　  午後１時30分～４時まで
　　　 （受付は午後２時30分まで）

【場 所】 板野町町民センター　２階　小会議室
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● ごみの減量化・分別収集にご協力を ●

タ
ク
シ
ー
券
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に
つ
い
て

　
板
野
町
総
合
戦
略
の
施
策
と
し
て
、
高
齢

者
の
買
い
物
弱
者
支
援
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
高
齢
者
に
対
し
て
タ
ク
シ
ー
料

金
の
一
部
を
助
成
し
、
経
済
的
負
担
の
軽
減

と
、
外
出（
買
い
物
等
）の
機
会
を
支
援
す
る

こ
と
で
、
日
常
生
活
の
利
便
性
の
向
上
や
生

活
範
囲
の
拡
大
、
引
き
こ
も
り
防
止
等
、
社

会
参
加
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
タ
ク

シ
ー
券
を
交
付
し
ま
す
。

●
対
象
者

　
四
月
一
日
現
在
で
七
十
五
歳
以
上
の
方
の

う
ち
、
交
付
日
現
在
引
き
続
き
一
年
以
上
住

民
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方
。（
た
だ
し
、
町
内

の
高
齢
者
施
設
・
病
院
等
施
設
の
所
在
地
で

住
民
登
録
が
さ
れ
て
い
る
方
は
対
象
外
）

　
八
月
上
旬
頃
に
引
換
券（
ハ
ガ
キ
）を
お
送

り
し
ま
す
の
で
、敬
老
年
金
支
給
日（
六
ペ
ー

ジ
）に
引
換
券
と
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、

受
け
取
り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
助
成
額

　
一
人
　
六
千
円

　（
タ
ク
シ
ー
券
一
枚
五
百
円
×
十
二
枚
）

●
有
効
期
間

　
平
成
三
十
年
九
月
一
日
～

平
成
三
十
一
年
八
月
三
十
一
日

●
タ
ク
シ
ー
券
が
利
用
で
き
る
事
業
所

　
板
野
タ
ク
シ
ー
・
羅
漢
タ
ク
シ
ー

●
利
用
方
法
・
注
意
事
項

　
○�

右
記
の
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
た
時
は
、

利
用
運
賃
の
支
払
い
の
一
部
と
し
て
、

タ
ク
シ
ー
券
を
乗
務
員
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
一
回
の
乗
車
で
二
枚（
千
円
）

を
限
度
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。
利
用

運
賃
か
ら
タ
ク
シ
ー
券
の
助
成
額
を
差

し
引
い
た
額
を
乗
務
員
に
支
払
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
○�

タ
ク
シ
ー
券
の
利
用
は
、
交
付
を
受
け

た
本
人
に
限
り
ま
す
。

　
○
お
つ
り
は
で
ま
せ
ん
。

　
○�

買
い
物
は
原
則
、
町
内
で
の
利
用
に
限

り
ま
す
。（
町
内
の
商
店
・
ス
ー
パ
ー
等

の
消
費
喚
起
を
図
る
た
め
）た
だ
し
、

町
外
で
の
買
い
物
を
妨
げ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
○�
タ
ク
シ
ー
券
を
他
人
に
譲
渡
し
た
り
、

売
買
や
換
金
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
○�

タ
ク
シ
ー
券
が
不
要
に
な
っ
た
と
き
は
、

速
や
か
に
町
へ
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
福
祉
保
健
課
　
☎
六
七
二
―
五
九
八
六

　
町
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す『
高
齢
者
外
出
支
援
タ

ク
シ
ー
料
金
助
成
事
業
』が
、
今
年
度
で
三
年
目
を

迎
え
ま
す
。

　
こ
の
度
、
高
齢
者
の
外
出
支
援
施
策
と
し
て
、
利

用
し
や
す
く
、
必
要
な
支
援
が
行
え
る
よ
う
検
討
を

行
い
、
よ
り
よ
い
施
策
と
す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
無
記
名
で
、
簡
単
な
も
の
で

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
対
象
者

　�

今
年
度
、
タ
ク
シ
ー
券
を
交
付
さ
れ
た
方（
ご
本

人
の
記
入
が
困
難
な
場
合
は
、
ご
家
族
が
代
わ
り

に
、
お
答
え
い
た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
）

●
配
布
方
法

　�

上
記
の
タ
ク
シ
ー
券
交
付
日
に
、

併
せ
て
お
渡
し
し
ま
す
。

●
回
答
期
限
・
返
送
方
法

　
十
月
三
十
一
日（
水
）

　�

　
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
入
れ
、
切
手
を
貼
ら
ず

に
、
お
近
く
の
ポ
ス
ト
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

ア
ン
ケ
ー
ト
で
得
ら
れ
た
情
報
は
、
町
の
高
齢
者

外
出
支
援
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
事
業
の
目
的
以
外

に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
福
祉
保
健
課
　
☎
六
七
二
―
五
九
八
六

高
齢
者
外
出
支
援
タ
ク
シ
ー

　 

料
金
助
成
券
（
タ
ク
シ
ー
券
）

第31回徳島県消防操法大会

板野町消防団
第３分団

　
優
勝
し
た
第
三
分
団
の
選
手
は
次

の
と
お
り
で
す
。
　
　
　(

敬
称
略)

指
揮
者
　
近
藤
　
雅
敏

一
番
員
　
古
川
　
武
史

二
番
員
　
西
根
　
　
亮

三
番
員
　
藤
井
　
啓
司

四
番
員
　
藤
井
　
達
也

補
助
員
　
三
木
　
義
晴

　
大
会
当
日
は
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ

の
中
、
各
選
手
は
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
、
四
年
前

に
続
き
全
国
大
会
へ
の
出
場
を
果
た

し
ま
し
た
。

祝  優 勝

第３分団の操法
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● 人を傷つけるラクガキはやめましょう  ●

●平成30年第２回定例会議案及び議決結果一覧表
　提出された議案を審議し、すべて可決（承認・同意・決定等）しました。

議案番号 議　　　　案　　　　名
報告第1号 専決処分の承認を求めることについて

板野町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部改正について
　介護保険法改正に伴い、本条例のサービス事業所基準等について一部改正を行ったことの報告、
承認を求めるもの。

報告第２号 専決処分の承認を求めることについて
板野町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定 
地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する
基準を定める条例の一部改正について
　介護保険法改正に伴い、本条例の介護予防サービス基準について一部改正を行ったことの報告、
承認を求めるもの。

報告第３号 専決処分の承認を求めることについて
板野町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る 
介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正について
　介護保険法改正に伴い、本条例の介護予防支援等基準について一部改正を行ったことの報告、
承認を求めるもの。

報告第４号 専決処分の承認を求めることについて
板野町指定地域密着型サービス事業者等の指定に関する基準を定める条例の一部改
正について
　報告第１～３号の改正に伴い、町が整備する条例等との整合性を確保するため、本条例の一部
改正を行ったことの報告、承認を求めるもの。

報告第５号 専決処分の承認を求めることについて
板野町税条例の一部改正について
　地方税法等の改正に伴い、板野町税条例の関係条項の一部改正を行ったことの報告、承認を求めるもの。

報告第６号 専決処分の承認を求めることについて
平成30年度　板野町特別会計国民健康保険補正予算（第１号）
　既定の予算に3,536万6,000円を追加し、予算総額を17億7,854万2,000円としたことの報告、
承認を求めるもの。

報告第７号 平成29年度　板野町一般会計継続費繰越計算書の報告について
　事業認定等の遅延により、継続となった事業の継続費繰越計算書の報告を行うもの。

報告第８号 平成29年度　板野町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について
　道の駅整備事業他9事業について、平成29年度板野町繰越明許費繰越計算書の報告を行うもの。

報告第９号 平成29年度　板野町公共下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報告について
　旧吉野川流域下水道事業について、平成29年度板野町繰越明許費繰越計算書の報告を行うもの。

議案第１号 板野町包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の
一部改正について
　介護保険法施行規則の一部を改正する省令に伴い、上位法との整合性を保つための一部改正を
行うもの。

議案第２号 平成30年度　板野町一般会計補正予算（第1号）
　既定の予算に2億3,425万4,000円を追加し、予算総額を64億7,525万4,000円とするもの。

議案第３号 平成30年度　板野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）
　既定の予算に40万7,000円を追加し、予算総額を1億6,429万7,000円とするもの。

議案第４号 板野町郡頭の郷の一部を企業等へ貸し付けすることについて
　地元雇用の拡大を見込み、企業等に町有地の貸し付けをする使用賃借契約において議会の議決
を求めるもの。

議案第５号 板野町固定資産評価員の選任に同意を求めることについて
　4月1日付け人事異動に伴い、町長が固定資産評価員を選任することに議会の同意を求めるもの。

お問い合わせ　板野町議会事務局　☎６７２－５９９１
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● 受けようがん検診　受けよう特定健診  ●

　この議会だよりは、広報活動について議会議員全員で話し合い、町民の皆様に議会の取組や議会の活動を
わかりやすくお知らせすることを目的として、定例会等の内容及び結果を掲載しています。

●平成30年第２回定例会並びに会議の開催状況について
　平成30年第２回定例会を平成30年６月４日から13日までの10日間の日程で開催しました。

日　付 会　　議　　名 会　　議　　内　　容

５月24日 議会運営委員会 第２回定例会開催協議

６月４日
本　会　議

開会、会議録署名議員の指名、
会期の決定、上程議案等の報告
町長の提案理由の説明

全員協議会 事業内容報告、その他

６月５日 厚生常任委員協議会 議案審査並びに所管事項調査

６月６日 総務文教常任委員協議会 議案審査並びに所管事項調査

６月７日 産業建設常任委員協議会 議案審査並びに所管事項調査

６月12日 本　会　議 一般質問（会期日程の変更）

６月13日 本　会　議 議案審議、追加議案審議、閉会

●平成30年第２回定例会一般質問
　６月12日の一般質問における質問者と質問内容は、次のとおりです。

質問順 質　問　者 質　問　事　項 質　問　の　要　旨

１ 石田 　実 議員
1.公契約条例について

2.建設業退職金
　　　共済制度について

①公契約条例をつくってはどうか。

①�公共工事発注時において、雇用主に「建退共」
加入の有無を確認しているか。

２ 天羽 生美 議員

1.子育て支援と
　　　若者定住について

2.タクシー券の
　　　見直しについて

①�日本一の子育て支援をかかげる町として、今
後どのような施策を展開するか。（箇条的に・
簡潔に）

②�「子育て応援の町」を宣言し、宣伝すべきでな
いか。

③�若者定住のため住宅政策に､ 力を入れるべき
でないか。

①�美波町が見直しをしているが美波町の制度で
参考になることはないか。
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敬
老
年
金
の
支
給
に
つ
い
て

　
平
成
三
十
年
度
板
野
町
敬
老
会
は
、
九
月
十
七
日（
月
・
敬

老
の
日
）に
文
化
の
館
・
さ
く
ら
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
す
。

　
本
年
度
ご
招
待
し
ま
す
町
の
七
十
五
歳
以
上（
本
年
四
月
一

日
現
在
で
七
十
五
歳
以
上
）の
方
は
、
お
元
気
で
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご
案
内
し
ま
す
。

　
ま
た
、
敬
老
会
に
先
立
ち
、
左
記
の
と
お
り「
敬
老
年
金
」を

支
給
し
ま
す
。

　
八
月
上
旬
頃
に
招
待
ハ
ガ
キ
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
支
給

日
に
ハ
ガ
キ
と
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
受
け
取
り
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
　
役
場
福
祉
保
健
課
　
☎
六
七
二
―
五
九
八
六

敬老年金支給額　
　　１人 5,000円

支
　
　
給
　
　
日

西地区
８月30日（木）
午前９時30分～12時
町民ふれあいプラザ

南地区
８月30日（木）
午後１時30分～４時
南公民館

東地区
８月31日（金）
午前９時30分～午後４時
町民センター１階

　平成30年８月から現役並みの所得がある方は介護サービス利用時の負担割合が２割から３割になりました

　介護サービスを利用する際、実際にかかる費用の一部を利用者が負担します。この利用者負担割合について、
一定の所得がある方は「２割負担」でしたが、平成30年８月から、65歳以上の方で現役並みの所得がある方は「２割
負担」から「３割負担」となりました。
　※１割負担の基準は、変わりません。

※�要支援・要介護認定を受けている方全員に、負担割合が記載された「介護保険負担割合証」を７月下旬に郵送交
付しました。

　�「介護保険負担割合証」は、介護サービスを利用する際に必要となりますので、「介護保険被保険者証」と一緒に保
管してください。

　お問い合わせ　役場福祉保健課　☎６７２－５９８６

介護保険からのお知らせ

利用者負担の判定の流れ

本人の
合計所得金額が
220 万円以上

本人の合計
所得金額が
160 万円以上
220 万円未満

本人の
合計所得金額が
160 万円未満

３割負担

２割負担

２割負担

１割負担

１割負担

歳 

以 

上 

の 

方

65

年金収入＋その他の合計所得金額の合計額が
単身世帯で 340 万円以上、または 2 人以上世帯で 463 万円以上

年金収入＋その他の合計所得金額の合計額が
単身世帯で 280 万円以上、または 2 人以上世帯で 346 万円以上

年金収入＋その他の合計所得金額の合計額が
単身世帯で 280 万円未満、または 2 人以上世帯で 346 万円未満

年金収入＋その他の合計所得金額の合計額が
単身世帯で 280 万円以上 340 万円未満、または 2 人以上世帯で
346 万円以上 463 万円未満

※第２号被保険者（40 歳以上 65 歳未満の方）、住民税非課税の方、生活保護受給者は上記にかかわらず１割負担
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● ごみは町指定袋に入れて出しましょう  ●

お元気ですか 保健師です。お元気ですか 保健師です。お元気ですか 保健師です。お元気ですか 保健師です。
８・９月の集団健診のご案内 　　　　　  ○印が受診可能な項目です

内 容

日 程

国保特定健診
後期高齢者健診
生活保護者健診

30歳代
健診

結核肺がん
検診

胃がん
（X線）

検診
大腸がん

検診
乳がん
検診

前立腺がん
検診

肝炎ウイルス
検診

腹部超音波
検診

８月16日(木) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
９月22日(土) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
９月29日(土) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

料　金 無料 1,000円 無料 1,100円 無料 1,500円 200円 300円 5,400円

【受 付 時 間】　午前８時～10時
【健 診 会 場】　町民センター
【予約の方法】　町民センター健康相談室までご連絡ください。　☎672－5580
　　　　　　　※予約受付時間：午前８時30分～午後４時（土日祝を除く）
　　　　　　　予約後、問診票を窓口手渡しまたはご自宅に郵送します。
＊乳がん検診は先着30名／日、超音波検診は先着35名／日まで。
＊予約状況により混雑緩和のため受付時間の変更をお願いすることがあります。
＊予約なしの当日受付も可能ですが、スムーズに健診が進められるように予約をご利用ください。
＊国保特定健診、後期高齢者健診を受診される方は、特定健診受診券をご持参ください。

30歳代健診のご案内　～健診を受ける機会の少ない30代の方に受診をお勧めします。～

日 　 　 時
８月16日（木）、９月22日（土）、９月29日（土）
受付時間　　午前８時～10時

対  象  者 30～39歳の方
健 診 内 容 身体計測、血圧測定、血液検査、尿検査、診察
健 診 会 場 町民センター
自 己 負 担 金 1,000円
持ってくるもの 免許証または保険証など年齢のわかるもの 

※予約なしの当日受付も可能ですが、スムーズに健診が進められるように予約をご利用ください。

歯周病検診のおしらせ　～平成30年度より歯周病検診が始まります～
検 診 期 間 ７～11月
対  象  者 40・50・60・70歳の方　「歯周病検診受診券」を郵送しています。
実 施 医 療 機 関 町内歯科医療機関

歯 周 病 検 診 の
受 け 方

医師不在、休診日があるため必ず予約をしてください。
問診票は、医療機関にあります。
受診後は、医師より検診の結果説明を受けてください。

　※医師の判断により、保険診療を行い、別途料金が発生する場合があります。
　　診察された医師とよくご相談ください。

がん検診について
国保特定健診・後期高齢者健診について

お元気ですか 保健師です。お元気ですか 保健師です。

健診を
受けましょう

歯周病予防を
しましょう



お
知
ら
せ

いたの　すがお
2018年8月号

8

● 守ろう人権　みんなの幸せ  ●

●日　時：９月11日（火）
　　　　　午後１時30分～３時30分（受付午後１時～）

●場　所：北島町役場　７階大ホール
　　　　　(北島町中村上地23-1）

特別講演　「 生き方と逝き方を考えよう 」
　　　　　　　 木下ファミリークリニック　院長　木下 英孝 先生

〔主催〕 板野郡医師会　〔共催〕 北島町・藍住町・板野町・上板町・松茂町

お問い合わせ
　板野郡医師会　担当：山口　☎６９２－８８３６　FAX６９２－５５１３

平成30年度　在宅医療・介護連携推進事業

　ひとり親家庭のお父さん・お母さん等に支給されている児童扶
養手当は、毎年８月に現況届の提出が必要です。
　これは、所得の見直し等、手当の受給状況を確認するための大
変重要な手続きです。この届を提出しなければ、手当は支給されま
せん。
　またこの届を２年間提出しないと
自動的に手当を受ける資格を失い
ますので、ご注意ください。

受付期間
　８月15日（水）～28日（火）（土日除く）
　※�対象者の方には、通知をお送りします。
　　�現況届の用紙は役場にありますが、その他に必要書類があり
ますので、お送りする通知をよくご確認の上、期間内に受給
者本人がお越しください。

お問い合わせ・提出先　役場住民課　☎６７２－５９８４

ハローワーク鳴門
からのお知らせ　

　ひとり親(児童扶養手
当受給者)を対象として、
ハローワークがお仕事の
出張相談を行います。
　児童扶養手当の現況届
の際に、ぜひお越しくだ
さい。

日　時　８月16日(木)
　　　　午前10時30分～12時30分
場　所　板野町役場１階　会議室

お問い合わせ
　ハローワーク鳴門　☎６８５－２２７０

児童扶養手当現況届のお知らせ

自分らしい人生の終末に備えよう
在宅医療講演会 住民の皆様、どなたでもご参加いただけます

入場
無料

●北島小
北島町役場

●●ザ・ビッグ

●北島中 松茂町へ→←藍住町へ

●徳島板野署

●ハローズ●しまむら

●
フジグラン北島
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● ごみの減量化・分別収集にご協力を  ●
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介
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す
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金
）で
す
。
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め
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よ
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け
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い
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た
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滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

※�
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税
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お
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利
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す
。

　�

指
定
し
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融
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ゆ
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す
。

　�

詳
し
く
は
板
野
町
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ー
ム
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ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
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わ
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役
場
税
務
課

　
　
☎
六
七
二
―
五
九
八
三

今
月
納
期
の

税
金
・
保
険
料

の
お
知
ら
せ

『あいさつ』で
つながる心

板野町内３小学校と中学校で共通した取り組み

板野西小学校の取組
　板野西小学校では、町内小中学校で統一した生活指導の柱である「あいさつ」「時間を守る」「命を守
る」を重点目標として今年度も取り組んでいます。
　「あいさつ」では、「あかるい、いつも、さきに、つづけて」を合言葉にしていますが、あいさつが
できていても、「声が小さい」「地域の方に自分から先にできていない」という現実があり、全校朝会等
の機会を通じて児童に「あいさつ」の大切さを呼びかけています。
　本校では、土曜授業を活用して、４・５・６年生児童が「徳島掃除に学ぶ会」の方とともにトイレ
掃除をする機会を設けており、本年も６月２日（土）に実施しました。トイレ掃除を通して、「凡事徹底」
の精神を学び、小さな事にも感謝の気持ちをもつこと、気づきの目や謙虚な心をもつことの大切さ
を学びました。もちろん、「あいさつ」「返事」をきちんとすること、自分のふるさと（板野町）を大切に
思う心も教えていただきました。

　「徳島掃除に学ぶ会」の方とともに行ったトイレ掃除実習の実施以降、上学年の子どもたちの元気
なあいさつが校内で響くようになってきました。いつでも、どこでも、誰にでも、自分から先にあ
いさつをする心情や実践力の育成が、子どもたちの将来にわたっ
て生きて働く力となるものと思われます。
　その他には、毎朝５・６年生児童４名が各教室を巡回する「あ
いさつ運動」も継続し、西小学校高学年児童のよき伝統として受
け継がれてしっかり根付いています。
　今後も人間形成の基盤として「あいさつ」を軸に中学校と町内３
小学校の教員がつながり、板野町の子どもたちの豊かな成長支援
を進めていきたいと思います。

第２回
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● 人を傷つけるラクガキはやめましょう ●

今月号の広報と一緒に配布します
　災害時や事前の備えに役立てていただくことを目的に、新たに公表された
想定最大規模降雨を対象とした洪水浸水想定区域や土砂災害警戒区域、避難
所、防災に役立つ情報を掲載しています。「自宅がある地域がどういった場所
か？」「避難時の経路は？」「情報の入手方法や緊急時の連絡方法は？」など、�
もしもの場合に備え、日頃から防災情報を入手して防災意識を
高めましょう。
　防災マップは各世帯に配布しますが、役場や町民ふれあい
プラザ、文化の館、南公会堂にも置いています。また、板野
町ホームページでも閲覧することができます。

お問い合わせ　役場総務課　☎672－5980

平成30年度つくしの会第5講座特別公開講座

　　　   に 備えよう
　いつ起こってもおかしくない大地震。地震を防ぐことはできませんが、被害を小さくするこ
とは、私たちの備え次第です。定期的に見直し、防災意識と防災知識を高めましょう。

日　　時：８月23日（木）　午前９時30分～11時30分
場　　所：板野町東公会堂
講　　師：徳島県防災人材育成センター　職員
内　　容：地震防災教室
　　　　　・家庭での防災対策と災害時の行動等について
　　　　　・�町内防災倉庫内の紹介と実物の防災トイレや

知っておくと便利な新聞スリッパの作成
　　　　　・�板野町の防災における支援や取り組みについ

ての紹介
持ってくる物：飲料、新聞紙２枚
申込〆切：８月16日(木)

※今回は、特別にどなたでもご参加いただけます。（要予約）

お申し込み･お問い合わせ　板野町東公会堂　☎６７２－２０１６

板野町東公会堂よりお知らせ

「板野町総合防災マップ」を作成しました



お
知
ら
せ

いたの　すがお
2018年8月号

11

● 受けようがん検診　受けよう特定健診 ●

防災行政無線を使った全国一斉の情報伝達訓練を実施します
８月29日(水)午前11時頃に実施します

　板野町では、地震や武力攻撃などが起こった時に、全国瞬時警報システム（Jアラート）（※）から送られ
てくる国からの緊急情報を、確実に皆様へお伝えするため、情報伝達訓練を行います。
　町内49カ所に設置してある防災行政無線屋外スピーカー及び個別受信機から、一斉に放送されますの
で、本当の災害とお間違えのないようご注意ください。

注）板野町以外の地域でも、全国的に情報伝達試験が実施されます。

（※）Ｊアラートとは、地震・津波や武力攻撃などの災害時に国から送られてくる 
　　緊急情報を、人工衛星などを活用して瞬時に情報伝達するシステムです。

【お問い合わせ】役場総務課　☎672－5980

情報伝達手段 放送内容

防災行政無線
「（上り４音チャイム）
＋（これは、Jアラートのテストです。）×３
＋（こちらは、防災板野町役場です。）
＋（下り４音チャイム）」

<販　売　期　間> ₇月23日(月)～₈月31日(金)
<使用可能期間> ₈月₁日(水)～₈月31日(金)
<対　象　バ　ス> 徳島バスと徳島市営バスの各路線
　　　　　 　    （高速バス・空港リムジンバスを除く。）
<使　用　方　法>
①乗車券を販売場所で買ってください。
②対象のバスに乗って、降車時に運転手にお見せください。
※その他くわしくは乗車券をご覧ください。

～あなたも認知症サポーターになってみませんか〜
　認知症サポーターと
は、認知症について正しく
理解し、自分でできる範囲
で認知症の人やその家族を
温かく見守る応援者のこと
です。
　認知症になっても安心し
て暮らせるように、サポー
ターとして地域で支えてい
きましょう。

小学生100円、中学生200円でバス１日乗り放題！
<販　売　場　所>
　徳島バス：徳島駅前案内所
　　　　　　ほか各営業所
　徳島市営バス：徳島駅前案内所・万代営業所
<お問い合わせ>
　徳島バス（株）　　☎622－1811
　徳島市営バス　　☎623－2154
　徳島地区渋滞対策推進協議会・徳島県次世代
　交通課　　　　　☎621-2128

　　　   夏休みこども１日バスフリー乗車券を販売します
いよいよ夏休み！ バスに乗ってでかけよう！

認知症サポーター養成講座

お申し込み・お問い合わせ 　板野町地域包括支援センター 　☎672－1026

日　時  ₈月28日（火） 午後₁時30分～₃時 
場　所  板野町町民センター
講　師  キャラバンメイト 

　　　　 村部 順子 先生
○認知症サポーター養成講座を受講して

いただくと
 　・認知症を正しく理解できる
 　・認知症の方との接し方がわかる
 　・受講者の証である「オレンジリング」がもらえる
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■職　　種：保育士
■雇用期間：雇用決定～平成31年₃月31日
■勤　務　先：板野保育園
■資格要件：保育士・幼稚園教諭
■勤務時間：午前₈時30分～午後₅時15分
　　　　　　（短時間勤務も可）
■賃　金　等：月給17万円
　　　　　　社会保険・雇用保険加入
■募集人員：若干名
■年齢要件：なし

■応募方法：市販の履歴書に必要
　　　　　　事項（写真貼付）を記
　　　　　　入し、応募先まで提
　　　　　　出してください。
　　　　　　※郵送提出不可
■試験日程：応募に準じて面接試験
■試験会場：板野町役場
【お問い合わせ・応募先】
板野保育園（板野町大寺字岡ノ前20番地）
☎672－2101／FAX672－5137
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時
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員
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。

臨　時　保　育　士　募　集臨　時　保　育　士　募　集

募　集　対　象：地域、年齢、経験問いません
会　　　費：毎月2,000円
指揮・指導：鎌田百合子
ピアノ伴奏：松田清子

【出演予定】
　板野町芸能祭、わらべうたの集い、その他イ
　ベント参加
連絡先：090-8694-4603（鎌田）
♪気軽にお電話してくださいね♪

　歌の好きな方、仲間と一緒に和気あいあい楽しく歌ってみませんか？
楽譜が読めなくても大丈夫です！いろんなジャンルの歌を歌います!!

団員募集

女声コーラス
オルゴール

練習場所：板野町町民センター
　　　　　２階大会議室
練習日時：毎週火曜日　
　　　　　午後₈時～₉時30分
現団員数：24名

男声コーラス
トライアングル

練習場所：板野町町民センター　２階大会議室
練習日時：毎月₂回(第₁、₃)木曜日
　　　　　午後₇時30分～₉時
発　起　人：石井公生(板野町教育長)
後　　援：板野町教育委員会
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● ごみは町指定袋に入れて出しましょう ●

 板野町消費生活相談所　☎６７２-６
むつとしたら救急！

０９９　FAX６７２-１１１３　
フリーダイヤル

０１２０-７
な

８
や

３
み

-５
いつもないない

７７

●平成30年度「おさいふ学ミニ講座第４回目」
日　時：₈月17日（金）午後１時30分～３時
場　所：町民センター１階多目的ホール（板野町大寺字亀山西169－5）
講　師：徳島ヤクルト販売株式会社 教育研修担当　北江 里美氏
テーマ：ウン知

ち

育
い く

教室 腸内環境のことを知って毎日を健康に過ごしましょう
※講演時間１時間程度　※当日受付も可能
　参加をご希望の方は、消費生活相談所までお申込みください。
≪ 消費者トラブル最新情報≫  子どもの水の事故に注意!!

【情　　　報】
　₇月・₈月は、年間で最も水の事故が増える時期。警察庁の情報では、平成24年から平成28年ま
での₅年間で子ども（中学生以下）の水難事故による死亡・行方不明者数は、244人に上ります。発
生場所としては「河川」「海」「湖沼池」「用水路」「プール」「その他」となっています。
　行動別では「水遊び中」が最も多く、「水泳」や「魚釣り」などを大きく上回っています。

【アドバイス】
　子どもが水難事故に遭いやすい状況や危険なポイント、事故を避けるための対策として
①天候が不安定な時期は、晴れていても水流が多い場合（河川や用水路など）があるので情報を随時

確認するようにしましょう。
②海や川ではライフジャケットの着用を心がけましょう。
③子どもの活動場所周辺の危険な場所は常に把握しておき、子どもが遊ばないよう注意しましょう。
④水に関わる場所では大人が付き添い、目を離さないようにしましょう。
消費者トラブル無料法律相談会のお知らせ
　第１回無料法律相談会を₉月28日（金）町民センターにて開催します。詳しくは相談所までご連絡
ください。

〈相談受付時間〉月曜日～金曜日　午前₉時～午後₃時※土・日・祝日・年末年始はお休みです。
６月の相談件数は64件でした。

●仕事内容・時間
　開館前の清掃業務等 午前₈時～午前11時頃
　営業中の清掃業務等 午前₈時～午後10時のうち
　　　　　　　　　　 ₆時間程度（応談）
　一週間のうち、₅日間程度（土日の勤務もあり）
●賃　　金　時給770円
●申込方法
　市販の履歴書（写真貼付）を産業課へ持参してくだ
　さい。面接を行います。
●お問い合わせ　板野町産業課　☎672-5994

あせび温泉
〜やすらぎの郷〜

アルバイト
募 集

 

　6月から9月までの夏期の間、衛生管理
とごみ収集の能率向上を図るため、収集時
間が早くなります。
　ごみは決められた日の午前７時30分まで
に決められた場所に出してください。

役場環境生活課

夏のごみ収集時間
変更について

午前7時30分までに
（6月～9月）
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平成30年6月18日入札
番号 委　託　業　務　名 委託業務箇所 業者名 担当課 金額（税込み） 落札率 備考

1 平成30年度 防災安全交付金事業
橋梁定期点検業務 板野町内 (株)フジタ建設

コンサルタント 建設課 13,284,000円 89.45%

2 平成30年度 板野第１団地５棟
改修工事設計監理業務 板野町大寺 木宮建築設計

事務所 建設課 1,166,400円 82.44%

入札結果をお知らせします

平成30年6月25日入札
番号 委　託　業　務　名 委託業務箇所 業者名 担当課 金額（税込み） 落札率 備考

1 平成30年度 板野町町民センター
耐震改修工事設計業務 板野町大寺 (株)川建設計 福　祉

保健課 3,088,800円 94.70%

平成30年6月25日入札
番号 工　　　事　　　名 工事箇所 業者名 担当課 金額（税込み） 落札率 備考

1 平成30年度 松木殿入口家屋解体工事 板野町下庄 (株)川内開発 教　育
委員会 1,792,800円 89.73%

2 平成30年度 板野保育園旧調理室解体工事 板野町大寺 (有)若木建設 板　野
保育園 4,449,600円 88.22%

3 平成30年度 板野保育園通路屋根補強及び
外構工事 板野町大寺 (株)小川土木 板　野

保育園 2,339,280円 88.77% 抽選

4 平成30年度 板野南小学校管理・特別教室棟
南側外壁改修工事 板野町下庄 (株)小川土木 教　育

委員会 3,079,080円 88.54% 抽選

5 平成30年度 板野中学校普通教室棟
南側・西側外壁改修工事 板野町大寺 (株)金岡組 教　育

委員会 12,470,760円 88.96%

平成30年6月18日入札
番号 工　　　事　　　名 工事箇所 業者名 担当課 金額（税込み） 落札率 備考

1 平成30年度 交通安全対策事業  区画線工事 板野町犬伏 松井産業(株) 建設課 1,888,920円 85.74%

2 平成30年度 町単独土木事業  舗装工事
板 野 町 羅 漢
岸本宅から日
下宅　外１件

青木建設(株) 建設課 2,130,840円 86.54%

3 平成30年度 町単独土木事業  舗装工事 板野町中久保
岡本製麺北 (株)月岡組 建設課 1,149,120円 87.21% 抽選

4 平成30年度 板野町公共下水道
大坪10工区管渠築造工事 板野町犬伏 青木建設(株) 下水道課 3,279,960円 86.52%

5 平成30年度 板野町公共下水道
大坪11工区管渠築造工事 板野町犬伏 (株)月岡組 下水道課 6,266,160円 86.47%

◎国民年金保険料の「後納制度」について◎
　国民年金保険料は、納付期限から₂年を過ぎると時効により納付する
ことができません。
　しかしながら、法改正による時限措置として、過去₅年以内に納め忘
れた国民年金保険料を納付することができる「後納制度」が平成27年10月
から平成30年₉月までの₃年間に限り実施されています。
　後納制度を利用することで年金額を増やすことや、年金の受給ができ
なかった方が受給資格を得られることがあります。
　後納制度を利用するためには、申し込みが必要です。

【お問い合わせ】 「年金加入者ダイヤル」 ☎0570－003－004／徳島北年金事務所  ☎655－0200



お
知
ら
せ

いたの　すがお
2018年8月号

15

● ごみの減量化・分別収集にご協力を ●

「あさんウォーキングフェスタ in いたの」

４㎞まめっちゃコース
(受付:午前₉時～、定員:先着約2,000名)
※当日配布の整理券が必要です※
●配布場所： あすたむらんど入園ゲート前
●配布時間： 午前₈時～（定員に達し次第終了）
　ウォーキングのショートコースです。メイン会場とな
る、あすたむらんど徳島と大塚製薬㈱徳島板野工場を巡り
ます。コース上の風車の丘からは徳島平野と吉野川が一望
でき、豊かな自然も見ごたえがあります。完歩者には完歩
賞をご用意しております！

＜開催日＞₉月₂日（日）
＜会　場＞あすたむらんど徳島
　　　　 （あさんインダストリアルパーク内）

当日受付
参加
無料

自衛官（学生）受付案内
募　集
種　目

自衛官候補生

（男　子） （女　子）

資　 格 １８～２７歳未満男子
（高校卒業見込を含む）

１８～２７歳未満女子
（高校卒業見込を含む）

受付期間 年間を通じて行っております。
試 験 日 受付時にお知らせします。
試験会場 海上自衛隊 徳島教育航空群基地内（松茂町）

詳細についてのお問い合わせ
　自衛隊鳴門地域事務所　☎ 685－ 5306
　住　所：鳴門市撫養町立岩字七枚 57

●お問い合わせ●
あさんウォーキングフェスタinいたのウォーキング事務局
徳島県板野郡板野町犬伏字大柳１（板野町健康の館内）
☎672－7040 （午前９時～午後５時/月曜日を除く）

第10回記念ゲスト
かつみ♥さゆり登場！

　開会式やトークショーなどでウォーキン
グ参加者を応援し会場を盛り上げます!!
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● 人を傷つけるラクガキはやめましょう ●

板野ぴょん太スポーツクラブ

プログラムの詳細につきましては、板野ぴょん太スポーツクラブ（☎635－4828）へお気軽にお問い合わせください。

日 月 火 水 木 金 土
8/1
さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

2
楽しいテニス

3
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

4
Ｊｒテニス教室
中級テニス教室

5 6 7
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

8
さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

9
楽しいテニス

10
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

11
Ｊｒテニス教室 休み
中級テニス教室休み

12 13 14
カローリングサークル休み
気軽に卓球休み
気軽にバド休み
バドサークル
グラウンドゴルフ

15
さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

16
楽しいテニス

17
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

18
Ｊｒテニス教室 
中級テニス教室

19 20 21
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

22
さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

23
楽しいテニス

24
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

25
Ｊｒテニス教室 
中級テニス教室
チアダンス教室（南公） 

26 27 28
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

29
さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

30
楽しいテニス

31
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

9/1
Ｊｒテニス教室 
中級テニス教室 

不安なこと、心配なこと、ひとりで悩まず、気軽にご相談ください
　板野町教育委員会　☎672－0136　徳島県青少年センター　☎625－6165　（青少年こころの電話相談）

▶ 自分はもちろん友達や家族の個人情報を書き込まな
い。

▶ 知らない人と電話やメール、メッセージの交換をし
ない。

▶ 下着姿や裸の写真は撮らない、撮らせない。
▶ 利用料金や利用時間を決める。
▶ ルールを守らない場合のルールも決

める。
▶ 困ったことがあれば、すぐに保護者

に相談する。

　子どもがいつもケータイ・スマホを握っている…そんな
様子を不安に思う保護者も多いのではないでしょうか。イ
ンターネット依存症や、有害サイトなどへのアクセスによ
りトラブルや犯罪に巻き込まれるケースは年々増えていま
す。
　自分の意志でインターネットをやめることができず日常
生活に支障をきたしたり、ネットをしていないとイライラ
したり、ひどい場合は幻聴・幻覚に悩まされたりする「ネ
ット依存」に知らない間に陥っていませんか。

本当のこと、知っていますか？
こどものネット事情。

子どもが利用するにあたっての
注意項目

第41回
「防ごう！ 少年非行」 県民総ぐるみ運動
～ まちぐるみで育てる、子どもたちの明日。～

7
1

8
31▷▷▷
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● 受けようがん検診　受けよう特定健診 ●

★日　時： ₈月24日（金） 午後₇時30分～　★参加無料★
★種　目：ラージ卓球･カローリング
★場　所：田園パーク健康の館アリーナ内
★準備物：室内シューズ
※町広報のため写真等を撮影することをご了承ください。
※ラケットには限りがございますので、ラケットをお持ちの方はご持参ください。

ファミリースポーツのご案内

☆カナダや北欧の国々で親しまれている氷上のスポーツ〈カーリ
ング〉からヒントを得て平成₅年₆月に誕生した全世代で楽し
むインドアスポーツです。身近な施設のフロア（床面）を利用
して楽しむことができるニュースポーツです。

ニュースポーツ カローリングとは

☆ラージ卓球（ラージボール）は、ボールサイズを大きく、
軽くし、ボールのスピードを出にくいものとしたため、
ボールの変化が少なく、高度な技術がなくてもラリーが
続き、初心者から高齢者まで楽しむことができるスポー
ツです。

ニュースポーツ ラージ卓球とは

●お問い合わせ●　板野町教育委員会 ☎672-0136／板野町健康の館 ☎672-3333

 なぞなぞ問題：ふとっているのに骨が見えていて、おなかを光らせるものってな～んだ？
　 　　　　　　（答えは次回のファミリースポーツの広報に掲載します。）
 ☆（７月）なぞなぞ問題のこたえ☆　こい （おかしをたべると、かしこくなるさかなって、な～んだ？）

8月8月

お
は
な
し
会

日　

時　

八
月
十
八
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
二
時
三
十
分
～

会　

場　

文
化
の
館 

図
書
館

内　

容　

紙
芝
居
や
絵
本
の
よ
み
き

　
　
　
　

か
せ
、
無
料
で
す
。

新
し
く
は
い
る
本

【
一
般
書
】

Ｉ
ｏ
Ｔ
ク
ラ
イ
シ
ス

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
取
材
班
／
著

女
性
の
世
界
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク  

ア
タ
ネ
／
著

選
べ
な
か
っ
た
命 

河
合
香
織
／
著

絵
封
筒
の
描
き
方 

吉
水
咲
子
／
著

悪
玉
伝　
　
　

朝
井
ま
か
て
／
著

咳
を
し
て
も
一
人
と
一
匹

群
よ
う
こ
／
著

一
億
円
の
さ
よ
う
な
ら 

白
石
一
文
／
著

下
町
ロ
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ス
ト

池
井
戸
潤
／
著

襲
来　
　
　
　
　

帚
木
蓬
生
／
著

焦
土
の
刑
事　
　

堂
場
瞬
一
／
著

鏡
の
背
面　
　
　

篠
田
節
子
／
著

蝶
の
ゆ
く
へ　
　
　

葉
室
麟
／
著

【
児
童
書
】

す
い
か
の
プ
ー
ル　
　

タ
ル
／
作

サ
ブ
キ
ャ
ラ
た
ち
の
日
本
昔
話

斉
藤
洋
／
作

わ
た
し
の
森
に   

ビ
ナ
ー
ド
／
文

伊
賀
の
キ
ャ
ベ
丸 

川
端
誠
／
作
・
絵

ふ
ね
の
と
し
ょ
か
ん

い
し
い
つ
と
む
／
作
・
絵

十
年
星　
　
　
　

 

廣
島
玲
子
／
作

目
で
見
る
水
面
下
の
図
鑑

こ
ど
も
く
ら
ぶ
／
編

星
空
を
届
け
た
い 

高
橋
真
理
子
／
文

「
火
影
に
咲
く
」

木
内　

昇
／ 

著

　

沖
田
総
司
、
高
杉
晋
作
、
坂
本
龍
馬
、

中
村
半
次
郎
・
・
。
幕
末
の
京
を
駆
け

た
志
士
と
、
想
い
を
交
わ
し
た
女
た
ち
。

彼
ら
が
生
き
た
、
か
け
が
え
の
な
い
一

瞬
を
鮮
や
か
に
描
き
出
す
全
六
編
収
録

の
珠
玉
の
短
編
集
。

「
み
え
る
と
か
み
え
な
い
と
か
」 

ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ
／
作
・
絵

　

宇
宙
飛
行
士
の
ぼ
く
が
降
り
立
っ
た

の
は
、
な
ん
と
目
が
３
つ
あ
る
ひ
と
の

星
。
普
通
に
し
て
い
る
だ
け
な
の
に
、

「
後
ろ
が
見
え
な
い
な
ん
て
か
わ
い
そ

う
」と
か「
後
ろ
が
見
え
な
い
の
に
歩
け

る
な
ん
て
す
ご
い
」と
か
言
わ
れ
て
、

変
な
感
じ
。
ぼ
く
は
そ
こ
で
、
目
の
見

え
な
い
人
に
話
し
か
け
て
み
た
。

新
着
図
書
案
内

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

269

　

こ
の
度
の
平
成
三
十
年
七
月
豪

雨
に
お
け
る
被
災
者
の
皆
様
に
、

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら

な
い
た
め
備
え
が
必
要
で
す
。
今

月
号
の
す
が
お
と
一
緒
に
お
配
り

し
て
お
り
ま
す
、「
板
野
町
総
合
防

災
マ
ッ
プ
」を
活
用
し
て
、
危
険

箇
所
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
危
険
箇
所
に
な
っ
て
い
な

く
て
も
過
信
は
禁
物
で
す
。
非
常

持
ち
出
し
品
の
点
検
や
避
難
場
所

の
確
認
な
ど
し
っ
か
り
と
し
た
対

策
を
お
願
い
し
ま
す
。

8月・9月の休館日　表中 

9月

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

24 25 26 27 28 29

日 月 火 水 木 金 土
8月

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

23
30
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● 守ろう人権　みんなの幸せ ●
　

全
国
で
も
那
賀
町
の
木
頭
に
し

か
伝
承
さ
れ
て
い
な
い
古
代
布「
太た

布ふ

」（
楮か

じ

布ふ

と
も
い
う
）。
そ
の
展
示

会「
楮
布
織
展
」を
鳴
門
市
撫
養
町

木
津
の
珈
琲
店
バ
ン
サ
ン
へ
見
に

行
っ
た
。

　

古
来〝
働
く
布
〟と
呼
ば
れ
、
穀

物
の
袋
や
衣
服
に
使
わ
れ
た
楮
布
。

時
代
は
移
っ
て
、
店
内
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
は
現
代
の
暮
ら
し
に
合
っ

た
テ
ー
ブ
ル
セ
ン
タ
ー
や
ク
ッ
シ

ョ
ン
、
シ
ョ
ル
ダ
ー
バ
ッ
ク
な
ど

が
展
示
・
即
売
さ
れ
て
い
る
。

　

和
紙
の
原
料
に
も
な
る
コ
ウ
ゾ

の
仲
間
、
カ
ジ
の
樹
皮
か
ら
紡
い

だ
糸
で
織
ら
れ
た
製
品
は
、
ざ
っ

く
り
と
し
た
手
触
り
で
、
生き

成な

り

の
自
然
な
色
合
い
が
美
し
い
。
使

え
ば
使
う
ほ
ど
、
布
の
強
さ
も
感

じ
ら
れ
る
と
い
う
。
大
量
生
産
品

に
は
な
い
、
ホ
ン
モ
ノ
の
良
さ
だ

ろ
う
。

　

展
示
会
を
開
い
て
い
る
の
は
板

野
町
の
石
川
文
江
さ
ん
。
木
頭
に

は
、
戦
後
途
絶
え
て
い
た
太
布
織

を
復
活
さ
せ
た
伝
承
会
が
あ
る
が
、

作
家
と
し
て
独
立
し
て
い
る

の
は
全
国
で
も
石
川
さ
ん
だ

け
だ
。

　

沖
縄
で
の
学
生
時
代
に
芭ば

蕉し
ょ
う
ふ布
と
出
合
い
、
卒
論
の
テ

ー
マ
に
す
る
う
ち
に
木
頭
の

太
布
を
知
っ
た
。
卒
業
し
て

三
年
間
、
木
頭
に
住
み
込
み
、

近
所
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら

糸
作
り
な
ど
を
学
ん
だ
。
根

気
の
要
る
二
十
近
い
工
程
の

う
ち
、
カ
ジ
の
枝
を
蒸
す
作

業
は
自
宅
で
で
き
な
い
た

め
、
今
も
現
地
に
足
を
運
ぶ
。

　
「
木
頭
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
楮
布

の
良
さ
を
伝
え
て
く
れ
た
よ
う
に
、

私
も
伝
え
て
い
け
れ
ば
」と
石
川
さ

ん
。
も
っ
と
多
く
の
人
に
知
ら
れ
、

評
価
さ
れ
て
い
い
楮
布
で
あ
る
。

　

平
成
十
九（
二
〇
〇
七
）年
五
月

十
九
日
付
け
、
徳
島
新
聞
一
面
コ

ラ
ム
欄「
鳴
潮
」に
、
掲
載
さ
れ
た

一
文
だ
。
当
時
論
説
委
員
だ
っ
た

富
永
正
志
氏（
現
徳
島
県
立
文
学

書
道
館
館
長
）が
執
筆
し
、
の
ち

に
出
版
し
た『
希
望
の
在あ

り
か
』

（
論
創
社
平
成
十
六
年
刊
）に
、「
石

川
文
江
さ
ん
の
太
布
織
」と
題
し

て
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
手
仕
事
の
素
晴
ら
し
さ

を
実
感
さ
せ
る「
楮か
じ

紙
と
楮
布
展
」

を
高
松
市
上
天
神
町
の
ギ
ャ
ラ
リ

ー「
納
屋
Ｄ
ｅ
手
仕
事
」で
見
た
。

拝は
い
ぎ
ゅ
う宮
和
紙
の
伝
統
を
守
る
那
賀

町
の
和
紙
作
家
・
中
村
功
さ
ん
と
、

同
町
に
伝
わ
る
太た

ふ布
織（
楮
布
と
も

い
う
）の
技
術
を
受
け
継
ぐ
板
野

町
・
石
川
文
江
さ
ん
の
二
人
展
で

あ
る
。

　

徳
島
新
聞
コ
ラ
ム
欄「
鳴
潮
」

で
は
、
平
成
二
十
二
年
十
一
月

二
十
四
日
付
け
に
も
、
こ
の
よ
う

に
石
川
文
江
さ
ん
が
、「
手
仕
事
の

ぬ
く
も
り
」と
題
し
、
と
り
あ
げ

ら
れ
て
い
た
。

　

阿
波
の
古
く
か
ら
の
伝
統
、
山

深
い
里
で
守
ら
れ
て
き
た
太
布
織

り
を
、
守
り
続
け
る
女ひ

人と

が
、
板

野
町
に
い
る
。
徳
島
新
聞
の
コ
ラ

ム
欄「
鳴
潮
」に
紹
介
さ
れ
た
、
板

野
町
川
端
に
住
む
、
石
川
文
江
さ

ん
だ
。

　

も
う
こ
う
し
た
阿
波
伝
統
の
太

布
織
り
を
、
守
り
続
け
て
い
る
の

は
、
県
内
で
も
石
川
さ
ん
ひ
と
り

で
は
な
い
か
。
地
元
那
賀
郡
那
賀

町
、
旧
木
頭
村
の
出い
ず
は
ら原

や
和わ

無む

田だ

で
も
、
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は

聞
い
て
い
な
い
。
私
は
日
本
で
た

だ
ひ
と
り
の
、
伝
統
織
物
太
布
を

守
っ
て
い
る
の
が
、
石
川
文
江
さ

ん
だ
と
思
う
。

　

太
布
・
カ
ジ
や
コ
ウ
ゾ
の
皮
の

繊
維
で
織
っ
た
粗
い
織
物
。
祖
谷
、

木
頭
な
ど
を
中
心
に
、
山
分
で
は

戦
前
ま
で
盛
ん
に
織
ら
れ
て
い
た
。

　
『
徳
島
県
百
科
事
典
』（
徳
島
新

聞
社
刊
）に
は
、
こ
の
よ
う
に
紹

介
さ
れ
て
い
る
。

　

去
る
六
月
二
十
四
、二
十
五
日
、

板
野
町
川
端
の
石
川
文
江
さ
ん
宅

を
訪
ね
た
。
工
房
に
は
太
布
織
り

機
二
台
を
備
え
て
い
た
。
太
布
の

原
料
楮こ
う
ぞ

を
さ
ら
し
た
糸
も
あ
っ

た
。
山
の
畑
に
は
楮
が
、
五
十
株

程
あ
る
と
い
う
。
西
を
流
れ
る
谷

川
で
楮
を
さ
ら
し
て
い
る
。

　

石
川
さ
ん
は
沖
縄
の
琉
り
ゅ
う
き
ゅ
う

球
大
学

在
学
中
、
オ
キ
ナ
ワ
独
特
の
織
物

芭
蕉
布
と
出
合
い
、
木
頭
の
太
布

に
ひ
か
れ
て
い
っ
た
と
い
う
。

　

大
学
卒
業
後
、
伝
統
を
伝
え
る

木
頭
村
に
移
り
住
み
、
故こ

老ろ
う

岡
田

ス
ギ
さ
ん
、
中
西
コ
ウ
メ
さ
ん
に

糸い
と

積つ

み
、久
保
コ
チ
カ
さ
ん
か
ら
、

太
布
の
折
り
方
を
習
っ
た
。
そ
の

習
得
に
四
年
間
近
く
か
か
っ
た
と

い
う
。

　

か
つ
て
明
治
四
十
年
代
の
木
頭

で
は
、
三
百
戸
で
二
千
反
織
ら
れ

て
い
た
。

　

太
布
を
織
る
工
程
は
、
す
べ
て

手
仕
事
だ
。
石
川
さ
ん
は
そ
れ
を

習
得
し
、
守
り
続
け
て
い
る
。

　

私
が
訪
問
し
た
折
、
鳴
門
の
喫

茶
店
で
、
石
川
さ
ん
の
太
布
展
示

会
が
開
催
さ
れ
、
私
も
訪
ね
た
。

　
　
阿
波
太た

ふ

お

布
織
り
を
守
る

石川文江さん宅にある機織り機

八
十
九
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● ごみは町指定袋に入れて出しましょう ●

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

親 

の 

氏 

名

子 

の 

名

住
　
所

性 

別

上
　
岡
　
友
　
貴

・

綾
　
香

璃リ

緒オ

奈ナ

西
中
富

女

杉
　
本
　
恭
　
兵

・

茜

柚ユ
ズ

夏カ

大

寺

女

吉
　
岡
　
裕
　
之

・

麗
　
実

実ミ

咲サ

羅

漢

女

小
　
畠
　
徹
　
也

・

裕
　
美

雅ガ

工ク

大

寺

男

弓
　
場
　
慎
　
一

・

典
　
子

瑞ミ
ズ

己キ

川

端

男

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

氏
　
　
　
名

年
　
齢

住
　
所

山

　

田

　

芳

　

子

90

西
中
富

山

　

田

　

祐

　

市

78

西
中
富

亀

　

井

　

カ

ヲ

ル

89

川

端

山

　

口

　

　

　

廷

83

大

坂

日

　

下

　

文

　

男

85

川

端

和

　

田

　

博

　

之

102

那

東

尾

　

田

　

耕

　

作

78

吹

田

辻

　

　

　

民

　

世

88

川

端

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま
す

夫 

の 

氏 

名

住
　
所

妻 

の 

氏 

名

住
　
所

岡

田

大

作

黒

谷

島

田
　
　

梢

阿
波
市

井

内

誠

也

大

寺

松

岡

香

住

藍
住
町

東地区 西地区 南地区 合　計 前月比

男 3,631 1,240 1,674 6,545 9

女 3,997 1,336 1,707 7,040 △ 2

合　計 7,628 2,576 3,381 13,585 7

世　帯 3,238 1,041 1,354 5,633 7

人口のうごき

平
成
30
年
７
月
25
日
現
在

　徳島工業短期大学では、今年もシニアパソコン教室を開催します。
　皆様お誘い合わせの上、ご参加ください。
１．開催日時／₈月26日（日）　午後₁時30分～３時30分
２．場　　所／徳島工業短期大学　本館2階情報処理200番教室
３．テ　ー　マ／やさしいWord&Excel
４．受　講　料／1,000円（教材費として当日会場でいただきます）
５．申込締切／₈月20日（月）午前中まで
　　　　　　　定員先着18名程度
　　　　　　　※大学は₈月11日(土)～₈月19日(日)までお盆休みです。
注　意　①授業の内容は、当日受講生の皆さんとご相談のうえ変更することがありますのでご了承ください。
　　　　②筆記用具をお持ちください。
　　　　③今までパソコンをさわったことのない方も気軽にご参加ください。サポーターの皆さんがお手伝いを
　　　　　します。
◆駐車場は十分ございますので、お車でお越しください。
申し込み・お問い合わせ／徳島工業短期大学 担当 学生課 藤井（板野町犬伏字蓮花谷100）
　　　　　　　　　　　　☎672-2311／FAX：672-2162／E-mail：k.fujii@tokuco.ac.jp

お早めにお申し込みください。

徳島工業短期大学
公開講座シニアパソコン教室のご案内
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● 守ろう人権　みんなの幸せ ●

あ
な
た
の
行
事
を
書
き
込
ん
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Ca
le

nd
ar

日

曜
日

行　

事
／
事　

業

５

日

６

月

脳
若
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時

７

火

立
秋

お
な
か
シ
ェ
イ
プ
運
動
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

8

水

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時

心
配
ご
と
行
政
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
３
時
30
分
ま
で
）

9

木

１
歳
６
ヶ
月
児
健
診（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
午
後
１
時
～
１
時
30
分

10

金

11

土

山
の
日

12

日

13

月

保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
12
時

資
源
ご
み･

大
型
複
合（
粗
大
）ご
み
持
込
回
収（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

14

火

男
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室(

田
園
パ
ー
ク
）　

午
前
９
時
30
分
～
12
時

15

水

若
い
世
代
の
血
糖
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
12
時

心
配
ご
と
人
権
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
２
時
30
分
ま
で
）

巡
回
職
業
相
談（
東
公
会
堂
）　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

16

木

総
合
健
診（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
午
前
８
時
～
10
時

ま
ち
か
ど
サ
ロ
ン（
東
公
会
堂
）　

午
前
９
時
30
分
～
12
時

日

曜
日

行　

事
／
事　

業

１

土

２

日

あ
さ
ん
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
in
い
た
の（
あ
す
た
む
ら
ん
ど
）10
㎞
開
会
式　

午
前
８
時
〜

（
10
㎞
受
付　

午
前
７
時
〜
・
４
㎞
整
理
券
配
布　

午
前
８
時
〜
）

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

３

月

脳
若
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
ク
ラ
ブ（
東
公
会
堂
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

４

火

お
な
か
シ
ェ
イ
プ
運
動
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

５

水

心
配
ご
と
児
童
・
福
祉
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
３
時
30
分
ま
で
）

６

木

７

金

8

土

白
露

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム（
鳴
門
）　

午
後
７
時
～

9

日

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

10

月

保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
12
時

お
た
っ
し
ゃ
倶
楽
部（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

資
源
ご
み･

大
型
複
合（
粗
大
）ご
み
持
込
回
収（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

８

９

月

月
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● ごみの減量化・分別収集にご協力を ●

担
当
時
間

　

平
日
：
18
時
～
22
時

　

休
日
：
９
時
〜
22
時

担
当
時
間
以
外
の
深
夜
の
救
急

　
北
島
町
　
き
た
じ
ま
田
岡
病
院
（
全
日
対
応
で
す
が
、
確
認
す
る
こ
と
。）

　
藍
住
町
　
稲
次
病
院
（
水
曜
日
・
土
曜
日 

受
診
前
に
要
電
話
連
絡
）

　
板
野
町
　
東
徳
島
医
療
セ
ン
タ
ー
（
対
応
日
は
確
認
す
る
こ
と
。）

※
休
日
・
夜
間
緊
急
病
院
は
、
変
更
し
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
電
話

し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

当
番
医

日

曜
日

行　

事
／
事　

業

17

金

管
理
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
12
時

お
た
っ
し
ゃ
倶
楽
部（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

18

土

お
話
し
会（
文
化
の
館
・
図
書
館
）　

午
後
２
時
30
分
～
３
時

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム（
鳴
門
）　

午
後
７
時
～

19

日

資
源
ご
み･
大
型
複
合（
粗
大
）ご
み
持
込
回
収（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

20

月

お
た
っ
し
ゃ
倶
楽
部（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
ク
ラ
ブ（
東
公
会
堂
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

21

火

お
な
か
シ
ェ
イ
プ
運
動
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

22

水

心
配
ご
と
交
通
事
故
・
一
般
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
３
時
30
分
ま
で
）

23

木

処
暑

つ
く
し
の
会（
東
公
会
堂
）　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

24

金

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ　

ラ
ー
ジ
卓
球
・
カ
ロ
ー
リ
ン
グ（
健
康
の
館
）　

午
後
７
時
30
分
～

25

土

26

日

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

27

月

お
た
っ
し
ゃ
倶
楽
部（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

資
源
ご
み･

大
型
複
合（
粗
大
）ご
み
持
込
回
収（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

28

火

29

水

30

木

乳
児
健
診（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
午
後
１
時
～
１
時
30
分

31

金

月

日

曜
日

病
院
名

住
所
／
電
話
番
号

８月
５

日

奥

村

医

院
藍
住
町

6
9
2

–

2
4
0
3

６

月

清

水

内

科
藍
住
町

6
9
2

–

8
9
0
0

７

火

あ
い
ず
み
皮
ふ
科
藍
住
町

6
9
2

–

9
2
1
1

８

水

奥

村

医

院
藍
住
町

6
9
2

–

2
4
0
3

9

木

山
田
眼
科
藍
住
藍
住
町

6
9
2

–

8
1
1
8

10

金

井

内

内

科
上
板
町

6
9
4

–

5
3
5
3

11

土

山
田
眼
科
藍
住
藍
住
町

6
9
2

–

8
1
1
8

12

日

き

た

じ

ま

田

岡

病

院
北
島
町

6
9
8

–

1
2
3
4

13

月

14

火

15

水

16

木

矢

野

医

院
藍
住
町

6
9
2

–

4
4
1
1

17

金

山

根

眼

科
藍
住
町

6
9
2

–

8
1
7
1

18

土

野
田
（
泰
）
医
院
上
板
町

6
9
4

–

2
0
0
9

19

日

矢

野

医

院
藍
住
町

6
9
2

–

4
4
1
1

20

月

西
條
耳
鼻
咽
喉
科
藍
住
町

6
9
2

–

8
7
1
1

21

火

富
本
小
児
科
内
科
藍
住
町

6
9
2

–

7
2
2
8

22

水

中
山
産
婦
人
科
藍
住
町

6
9
2

–

0
3
3
3

23

木

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

オ

ク

ム

ラ
藍
住
町

6
9
2

–

4
7
7
1

24

金

き
は
ら
耳
鼻

咽
喉
科
医
院
藍
住
町

6
9
3

–

0
0
8
7

月

日

曜
日

病
院
名

住
所
／
電
話
番
号

８月
25

土

野
田
（
五
）
医
院
上
板
町

6
9
4

–

2
0
0
8

26

日

山

根

眼

科
藍
住
町

6
9
2

–

8
1
7
1

27

月

近
藤
外
科
内
科
藍
住
町

6
9
3

–

1
1
8
8

28

火

こ
や
ま
小
児
科

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
藍
住
町

6
3
7

–

3
2
1
1

29

水

大
久
保
内
科
藍
住
町

6
9
2

–

1
2
2
0

30

木

杉
み
ね
整
形

ク
リ
ニ
ッ
ク
藍
住
町

6
9
3

–

1
0
2
1

31

金

増
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
藍
住
町

6
9
3

–

3
0
2
0

９月
１

土

友

成

医

院
上
板
町

6
9
4

–

5
5
1
5

２

日

西
條
耳
鼻
咽
喉
科
藍
住
町

6
9
2

–

8
7
1
1

３

月

小
松
泌
尿
器
科
藍
住
町

6
9
2

–

1
2
7
7

４

火

竹

本

内

科
板
野
町

6
7
2

–

0
1
7
4

５

水

井

上

病

院
板
野
町

6
7
2

–

1
1
8
5

６

木

三

愛

内

科
板
野
町

6
7
2

–

0
1
7
6

７

金

福

島

内

科
板
野
町

6
7
2

–

4
9
7
0

８

土

井
関
ク
リ
ニ
ッ
ク
上
板
町

6
3
7

–

6
0
6
6

9

日

富
本
小
児
科
内
科
藍
住
町

6
9
2

–

7
2
2
8

10

月

新

野

医

院
板
野
町

6
7
2

–

0
5
7
1
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● 人を傷つけるラクガキはやめましょう ●

　

き
れ
い
な
水
と
空
気
と
土
に
恵
ま

れ
た
大
坂
分
校
・
分
園
で
は
、
春
か

ら
教
室
の
窓
辺
の
学
級
園
で
野
菜
を

育
て
て
い
ま
す
。
き
ゅ
う
り
、ト
マ
ト
、

な
す
び
、と
う
も
ろ
こ
し
、え
だ
ま
め
、

ゴ
ー
ヤ
な
ど
の
夏
野
菜
と
鳴
門
金
時

と
レ
ン
コ
ン
で
す
。
毎
朝
登
校
す
る

と
、
子
ど
も
た
ち
は
、
外
に
出
て
、

「
お
み
ず
、
や
さ
い
に
は
い
れ
。
お
お

き
く
な
あ
れ
。
お
い
し
く
な
あ
れ
。」

と
野
菜
に
声
か
け
し
な
が
ら
水
や
り

を
し
て
い
ま
す
。
休
み
の
日
に
も
、

お
う
ち
の
人
と
一
緒
に
水
や
り
当
番

を
し
て
い
ま
す
。
成
長
し
た
野
菜
を

見
て
、
子
ど
も
た
ち
は
、

「
ぼ
く
の
せ
よ
り
お
お
き
く
な
っ
て
い

る
よ
。
ト
マ
ト
の
あ
か
ち
ゃ
ん
、
か

わ
い
い
ね
。」

と
野
菜
の
成
長
を
喜
ん
で
い
ま
す
。

　

６
月
な
か
ば
に
初
め
て
収
穫
し
た

き
ゅ
う
り
を
食
べ
た
と
き
に
は
、

「
き
ゅ
う
り
、
お
い
し
い
。
き
ゅ
う
り
、

だ
い
す
き
。」

と
新
鮮
な
野
菜
の
お
い
し
さ
を
実
感

し
て
い
ま
し
た
。
教
室
の
窓
辺
で
ぐ

ん
ぐ
ん
育
っ
て
い
る
野
菜
と
と
も
に
、

子
ど
も
た
ち
の
心
や
体
も
、
元
気
に

育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

「
野
菜
だ
い
す
き
お
お
き
く
な
あ
れ
」

大
坂
分
園・分
校

「おおきくなあれ。」
毎朝、野菜に水やりをしています。

「おいしいおいもになあれ。」
なるときんとき苗を植えました。

　６月９日、講師に徳島ヴォルティスのコーチをお迎えし、
青少年健全育成事業「板野町親子サッカー教室」を開催しまし
た。ゲームやボール遊びの和やかな雰囲気から始まり、最後
の大人対子どものミニサッカーは大いに盛り上がりました。
ワクワク・ドキドキを大好きな家族や友達と共有することで、
子ども達の心が豊かに成長することを願っています。

徳島ヴォルティス
親子サッカー教室を開催しました

「親子でボールを使って１、２、１、２」 みんなで「スマイルアップ！」
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